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営農第一課から TEL73－9616
営農ニュース

FARMING NEWS
営農ニュース

FARMING NEWS

水
　
稲

今
後
の
管
理

ポイント

大
麦・は
だ
か
麦

●
開
催
日
時

　
令
和
４
年
12
月
15
日（
木
）

　
★
1
回
目
　
15
：
00
〜

　
★
2
回
目
　
18
：
30
〜

ご
都
合
の
良
い
時
間
帯
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

●
開
催
場
所

斐
川
地
区
本
部
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー

※
新
規
で
作
付
け
を
予
定
さ
れ
る
方
は
、必
ず
ご
出
席
く
だ
さ
い
。ま
た
、

４
年
産
つ
や
姫
生
産
者
の
方
も
、
で
き
る
限
り
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

※「
つ
や
姫
」生
産
資
材
の
取
り
ま
と
め
も
講
習
会
に
併
せ
て
行
い
ま
す
。

※
当
日
ど
う
し
て
も
ご
都
合
が
つ
か
な
い
方
は
、
営
農
第
一
課
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

大
　
豆

　
４
年
産
大
豆
は
収
穫
時
期
を

迎
え
て
い
ま
す
。
次
の
２
点
を

参
考
に
適
期
収
穫
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

①
葉
が
落
ち
て
莢
を
振
る
と

『
カ
ラ
カ
ラ
』と
音
が
す
る

（
大
豆
水
分
15
〜
18
％
）。

※
20
%
以
上
の
高
水
分
で
は

つ
ぶ
れ
粒
が
発
生
し
や
す

く
、
14
%
以
下
の
低
水
分

で
は
割
れ
豆
が
発
生
し
や

す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
場
合
は
、
こ
ぎ
胴
速

度
を
10
%
程
度
落
と
し
、

様
子
を
確
認
し
な
が
ら
収

穫
し
て
下
さ
い
。

②
茎
が
手
で
容
易
に『
ポ
キ
ッ
』

と
折
れ
る
。

※
早
刈
り
は
水
分
が
高
く
乾

燥
調
製
時
に
し
わ
粒
の
原

因
と
な
り
ま
す
の
で
避
け

て
く
だ
さ
い
。

※
汚
損
粒
の
原
因
と
な
る
雑

草
・
青
立
ち
が
あ
れ
ば
必

ず
取
り
除
い
て
か
ら
収
穫

し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
11
月
４
日
に
開
催

し
た
、
荷
受
説
明
会
資
料
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

 

　
11
月
上
旬
か
ら
麦
の
播
種
が
始
ま
り
ま

し
た
。
11
月
20
日
以
降
に
播
種
を
行
う
場

合
、
播
種
量
が
12
㎏
／
10
a
と
な
り
ま
す
。

左
記
を
参
考
に
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
注
）「
つ
や
姫
」「
き
ぬ
む
す
め
特
別
栽
培
米
」
栽
培
予
定
ほ
場
に
除
草
剤
等

（
ラ
ウ
ン
ド
ア
ッ
プ
・
ク
ロ
レ
ー
ト
Ｓ
）
を
散
布
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。（
前
作
物
の
収
穫
後
か
ら
農
薬
カ
ウ
ン
ト
の
対
象
と
な
り
ま
す
。）

紫斑粒 カメムシ被害粒 汚損粒

虫害粒 褐斑粒 霜害粒

裂皮粒

令
和
５
年
産「
つ
や
姫
」栽
培
に
つ
い
て

令
和
５
年
産「
つ
や
姫
」栽
培
に
つ
い
て

つ
や
姫
栽
培
講
習
会
の
ご
案
内

つ
や
姫
栽
培
講
習
会
の
ご
案
内

●播種作業

●基　　肥（側条施肥）

●播種直後の除草剤散布

●排水対策の徹底
　湿害は収量に大きく影響します。排水の良好なほ場選定に併せて、排水対策を徹底し、
湿害に負けない麦栽培をしましょう。すでに播種が終わったほ場についても、降雨後の
滞水状況等を確認し、できるだけ排水が効くように注意しましょう。
●適期による作業実施
　生育状況を確認し、追肥・防除を適期に行いましょう。

※播種深度が浅いと湿害を受けたり除草剤による薬害を受けます。また、播種深度が深
い（5cm）と発芽まで日数を要し２段根となり初期生育が悪く、分げつも少なくなり
ます。播種作業時は、ほ場状態や深度を確認してください。

品　名

リベレーター
フロアブル

使用時期

は種後～麦3葉期
（雑草発生前～イネ科
雑草1葉期まで）

薬　量
（10a当り）

60㎖～80㎖

適用雑草名

一年生雑草

希釈水量
（10a当り）

100ℓ

使用回数

1回

※播種直後、全面へ均一に散布し、播種日に除草剤散布はできるだけ終わらせましょう。
※薬量について基本70ｍℓとし、土質に応じて調整してください。

種　類 播種時期 播種量 条　間 播種深度（※）
大 　 　 麦
は だ か 麦 11月20日以降 12㎏／10a 25㎝ 2～ 3㎝

品　名 使用時期 施用量
高度化成444 は種同時 40㎏／ 10a

１
．
栽
培
必
須
条
件（
登
録
生
産
者
要
件
含
む
）

①
つ
や
姫
概
ね
30
a
以
上
作
付
け
す
る
。（
飯
用
米
の
み
の
作
付
け

不
可
）

②「
つ
や
姫
」栽
培
計
画
書
を
提
出
す
る
。

③
種
子
更
新
を
行
う
。（
種
子
検
査
に
合
格
し
た
種
子
を
使
用
）

④
栽
培
履
歴
・
G
A
P
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
提
出
す
る
。

⑤
特
別
栽
培
米
基
準
で
の
栽
培
と
す
る
。

　
※
必
ず
共
通
の
資
材
を
使
用
す
る
。

（
節
減
対
象
農
薬（
有
効
成
分
使
用
回
数
）・
化
学
肥
料
の
窒
素
成
分
量

（
育
苗
土
を
含
む
）を
島
根
県
の
定
め
る
節
減
対
象
農
薬
・
化
学
肥
料

の
慣
行
レ
ベ
ル
の
１
／
２
以
下
に
す
る
。）

斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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秋の 特別感謝祭
ご来場ありがとうございましたご来場ありがとうございました

農業絵画・ポスターコンクール表彰式農業絵画・ポスターコンクール表彰式農業絵画・ポスターコンクール表彰式

　１０月２３日は、素晴らしい秋晴れの中、「秋の特別感謝祭」を開催することができました。
コロナ禍において、物販・テイクアウトを中心に規模を縮小したにもかかわらず、大勢
のお客様で賑わいました。

受付はオープニングから大行列受付はオープニングから大行列 受付でおさいふカードのポイント抽選受付でおさいふカードのポイント抽選

キッチンカーもやってきたキッチンカーもやってきた ファーマーズマーケットも完売しましたファーマーズマーケットも完売しました

にぎわう青果売り場にぎわう青果売り場 スタンプ抽選では、当選者に商品券で還元スタンプ抽選では、当選者に商品券で還元

　斐川青年連盟では町内の小学生を対象に農業やごはん食をテーマにした「農業絵画・ポ
スターコンクール」を毎年開催しており、今年は３０作品の応募がありました。その中から入
賞６作品を選考し、秋の特別感謝祭で表彰式を行いました。今後は「青年連盟賞」受賞作
品を題材にして盟友で巨大看板を作成し、グリーンセンターの入り口に設置する予定です。

玉木　結衣さん
（荘原小学校・６年）

元井　寧々さん
（中部小学校・３年）

頼光　杏奈さん
（中部小学校・４年）

高橋　　愛さん
（荘原小学校・１年）

岡　あまねさん
（荘原小学校・３年）

嘉藤　樹里さん
（中部小学校・５年）

青年連盟賞

佳　作佳　作 佳　作

優秀賞 優秀賞

左より　坪内委員長・高橋さん・頼光さん・元井さん・玉木さん・岡さん・嘉藤さん・伊藤副委員長

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ
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ニュース トピックスニュース トピックス

収
穫
の
秋
　p
a
r
t
1
収
穫
の
秋
を
迎
え
、
様
々
な
場
所
で
収
穫
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

バ
ケ
ツ
稲
が
実
っ
た
よ

　
今
年
バ
ケ
ツ
稲
の
栽
培
に
取
り
組
ん
だ
荘
原
保
育
園
と

東
部
保
育
園
で
は
、
各
園
で
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。

　
園
児
た
ち
は
、
鎌
で
刈
り
取
る
の
は
初
め
て
の
体
験
で
、

先
生
方
の
手
伝
い
を
受
け
な
が
ら
、
自
分
が
育
て
た
黄
金

色
の
バ
ケ
ツ
稲
を
、
最
初
は
恐
る
恐
る
上
手
に
刈
り
取
っ

た
後
、
ハ
デ
掛
け
乾
燥
し
ま
し
た
。

　
荘
原
保
育
園
で
は
、
９
月
29
日
26
人
の
園
児
た
ち
が
、

刈
り
取
り
ま
し
た
。

　
東
部
保
育
園
で
は
、
10
月
７
日
は
あ
い
に
く
の
雨
の
た
め
、

園
の
デ
ッ
キ
で
25
人
の
園
児
た
ち
が
元
気
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

芋
を
た
く
さ
ん
掘
っ
た
よ

　
10
月
11
日
、
荘
原
保
育
園
の
園
児
た
ち
が
、Ｊ
Ａ
女
性
部

の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
を
楽
し
み
ま
し

た
。
今
年
は
若
干
小
ぶ
り
な
芋
と
な
り
ま
し
た
が
、
た
く

さ
ん
の
芋
が
収
穫
で
き
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
の
秋

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
斐
川
町
農
協
杯
争
奪
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、
坂
田
健

康
広
場
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
大
会

は
第
39
回
と
歴
史
あ
る
大
会
で
、
８
チ
ー
ム
46
名
が
参
加

さ
れ
ま
し
た
。Ｊ
Ａ
か
ら
は
後
援
と
し
て
各
種
賞
品
を
提
供

い
た
し
ま
し
た
。

ス
ポ
少
野
球
大
会

　
斐
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
秋
季
野
球
交
歓
大
会
が
、
斐

川
公
園
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
荘
原
・
西
野
・
中
部
・

出
東
の
各
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
４
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま

し
た
。Ｊ
Ａ
か
ら
は
試
合
球
や
各
チ
ー
ム
へ
の
軟
式
ボ
ー
ル

を
贈
呈
す
る
と
と
も
に
、
始
球
式
を
行
い
ま
し
た
。

農
事
組
合
法
人
　
合
併
調
印
式

　
10
月
25
日
斐
川
地
区
本
部
営
農
総
合
セ
ン
タ
ー
で
、

県
東
部
で
は
初
と
な
る
大
規
模
な
土
地
利
用
型
の
農
事

組
合
法
人
同
士
に
よ
る
合
併
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
合
併
す
る
農
事
組
合
法
人 
ア
グ
リ
ー
ド
羽
根

と
農
事
組
合
法
人 

神
田
は
、
令
和
２
年
よ
り
今
後
の

地
域
農
業
の
発
展
に
向
け
た
経
営
規
模
の
拡
大
や
、
経

営
基
盤
の
強
化
を
目
的
と
し
て
合
併
の
検
討
が
図
ら

れ
、
県
・
市
・
J
A
の
支
援
お
よ
び
島
根
県
農
業
経
営
・

就
農
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
専
門
家
派
遣
を
活
用
し
、

準
備
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
農
事
組
合
法
人 

ア
グ
リ
ー
ド
羽
根
の
黒
田
代
表
理

事
は
、「
今
後
適
正
規
模
は
１
０
０
h
a
程
度
と
言
わ

れ
て
お
り
、
規
模
を
積
み
上
げ
て
い
き
た
い
。
生
産
資

材
・
燃
油
の
高
騰
の
な
か
生
活
を
し
て
い
け
る
よ
う
な

営
農
組
織
の
運
営
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
両
法
人
で
臨
時
総
会
等
を
開
催
し
、
令
和
５

年
２
月
１
日
に
合
併
す
る
予
定
で
す
。

「
食
育
そ
ば
作
り
」
第
３
弾

　
　
そ
ば
の
収
穫
作
業

　
そ
ば
の
栽
培
か
ら
収
穫
、
そ
ば
打
ち
ま
で
を
体
験
す
る

「
食
育
そ
ば
作
り
」
に
は
、
そ
ば
に
興
味
を
持
つ
組
合
員
８

名
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

　
収
穫
時
期
を
迎
え
た
10
月
31
日
は
さ
わ
や
か
な
秋
空
に

恵
ま
れ
、
５
名
が
収
穫
作
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
次
々
と
そ
ば
を
刈
り
取
り
、
事
前
に
建
て
た

ハ
デ
に
束
ね
た
そ
ば
を
掛
け
て
い
き
、
作
業
は
約
１
時
間

半
で
完
了
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
斐
川
地
区
本
部
で
は
、
様
々
な
団
体
へ
の
支
援
活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
10
月
10
日
早
朝
よ
り
、
斐
川
地
区
本
部
が
後
援
す
る
２
つ
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
朝
か
ら
あ
い
に
く
の
小
雨
模
様
で
し
た
が
、
天
候
は
徐
々
に
回
復
し
、
そ
れ
ぞ
れ
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

斐川地区本部のページ 斐川地区本部のページ斐川地区本部のページ
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②電熱パッド ③バッテリー
¥4,980 ¥11,800

セット価格
①+② ①+②+③

①インナーベスト ¥7,960 ¥19,760¥2,980
①防寒ベスト ¥9,460 ¥21,260¥4,480
①防寒ジャケット ¥10,460 ¥22,260¥5,480

価格はすべて税込
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